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１．はじめに 

金属加工の現場では、大量の切削油・潤滑

油などの工業用油剤が用いられています。工

業用油剤は液性により水溶性（水性）と不水

溶性（油性）に分類され、近年では火災予防

や石油使用量の低減、環境へのやさしさとい

った観点から、水溶性油剤の使用が増加して

きています。しかし、水溶性油剤は水で希釈

して使用するため、微生物が繁殖し、悪臭の

発生や製品性能の低下等が問題となってい

ます。微生物の繁殖を抑えるために種々の防

腐剤が製品に添加されていますが、耐性菌が

出現するなど、防腐剤にのみ頼った対策では

限界があるのが現状です。 
 

２．水溶性油剤の希釈培養試験 

 水溶性油剤の希釈には通常、工業用水が用

いられています。そこで、エマルジョンタイ

プの水溶性油剤（乳化型加工油）について、

滅菌水及び工業用水を用いた希釈培養試験

の結果を図に示しました。滅菌水で希釈した

もの（A と C）は、製品から防腐剤が除外し

てあっても培養期間中の生菌数の変化がほ

とんど見られませんでした。一方、工業用水

で希釈したものについては、防腐剤を含むも

の（D）は比較的菌の増殖が抑えられていた

ものの、 

 

図 滅菌水及び工業用水を用いた 
乳化型加工油の希釈培養試験 
A：製品防腐剤抜き＋滅菌水、 

B：製品防腐剤抜き＋工業用水、 

C：製品(防腐剤あり)＋滅菌水、 

D：製品(防腐剤あり)＋工業用水 
 
 

 

防腐剤が除外されたもの（B）は生菌数が

107cfu/ml を超え、腐卵臭が認められました。

以上のことから、乳化型加工油の変敗の原因

が主として工業用水由来の微生物によるも

のと推定されました。 
 

３．工業用水 

産業活動に必用不可欠な水を安定的・計画

的に供給するための水供給システムとして、

愛知県では、愛知用水工業用水道、西三河工

業用水道、東三河工業用水道、尾張工業用水

道の４事業を運営しており、県内 35 市町村

の区域に工業用水を供給し、約 370 事業所で

多種多様な用途に使用されています。 

工業用水の水質検査は、愛知県水質試験所

で定期的に実施しています。水質検査項目は

①水温②濁度③水素イオン濃度④アルカリ

度⑤硬度⑥蒸発残留物⑦塩素イオン濃度⑧

鉄イオンの８項目です。一方、水質基準・水

圧基準として定められているのは、●濁度：

15 度以下●水素イオン濃度：ｐＨ値 6.0 以上

7.5 以下●水温：27℃以下●水圧（配水管末

端）：0.05 メガパスカル以上、の４項目で、

飲用には用いられず、原則事業向けに限定し

た水道であるため、水道法の適用は受けませ

ん。すなわち、殺菌等の処理の必要がなく、

微生物に関する検査項目や水質基準は設け

られていません。 

滅菌水及び工業用水を用いた希釈培養試

験の結果から、乳化型加工油の希釈に用いる

水の水質如何によって希釈液の使用可能期

限を延ばせる可能性が示唆されます。良質な

水を多量に必要とする食品業界では以前か

らさまざまな用水処理技術が採用されてい

ますが、他の分野においても、例えば紫外線

による殺菌や膜ろ過による除濁・除菌など、

工業用水の水質向上の手段としてその利用

範囲の拡大が期待されます。当センターでは、

用水処理技術を含め食品分野で培ってきた

様々な技術を乳化型工業製品の変敗防止に

応用すべく研究を進めています。 
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